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１ 目的 

  本研究の目的は情報通信分野においてはレガシーシステムからの脱却を念頭に破壊的イノベ

ーションの発生による競争優位の喪失を回避する必要があることを踏まえて、ロジスティクス領域

においていかに破壊的イノベーションの発生に対応していくかということについて考察し、リスク

回避における方策を検討することである。                           

                                             

２ 方法 

  本研究の調査・分析方法は企業活動における持続的イノベーションについて分析しつつ、破壊

的イノベーションによる競争優位の喪失が発生するリスクの有無を検証するというかたちでの類

似事例比較法を用いる。加えて、物流企業について企業訪問、ヒヤリング調査を行い、ロジスティ

クスの視点からの破壊的イノベーションの発生事例を分析する。                                      

                                             

３ 結果 

  調査・分析の結果、運送事業においては配送ロボットやロジスティクスドローンによる自律配

送の事例検証を、倉庫事業については物流不動産ビジネスの創出に関する事例検証を行い、これら

のビジネスモデルが低コストかつフレキシブルな物流サービスを実現していることを確認した。特

に物流不動産ビジネスの創出により、従来型のビジネスモデルが大きな岐路に差し掛かったことに

言及し、伝統的な物流企業が破壊的イノベーションにより競争優位を失うリスクを指摘した。                                                                        

                                                                                                                         

４ 結論 

  以上により、伝統的な物流企業には破壊的イノベーションの視点からのリスクマネジメントを

より緻に展開する必要性があることが確認できる。経験や勘が重視される物流現場では持続的なイ

ノベーションが展開される土壌はあるが、破壊的イノベーションに関しては、十分なカウンターバ

ランスが講じられないケースが多く、業界再編を誘発する大きな動因ともなりえる。                                        
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